
（別紙４）

～ 年　　月　　日

（対象者数） 0 （回答者数） 0

～ 年　　月　　日

（対象者数） 2 （回答者数） 2

～ 年　　月　　日

（対象数） 0 （回答数） 0

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

　地域の児童施設（事業所）との関係がまだ
　まだ希薄ですので、ネットワークの構築に
　努めてまいります。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

　より専門的で多角的な支援を行うためにも、
　保育士以外の専門職の確保に努めると共に、
　人材育成に努めてまいります。

2

3

○事業所名 　いわき生野学園　キッズ広場とけいワニ

○保護者評価実施期間 年　　月　　日

○保護者評価有効回答数

年　月　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和　7年　4月　22日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 年　月　日

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

保育所等訪問支援に対応する体制がとれていない
　児童発達支援センターの体制に余裕がなく、
　また、保育所等訪問支援に対応できる人材
　が極めて少ないのが現状です。

訪問支援員に心理士を配置
　児童発達支援センターの現場職員と連絡を密に
　取り、訪問先の園と情報共有を行いました。

公表 保育所等訪問支援事業所における自己評価総括表

令和6年度においては、保育所等訪問支援の実施は

ありませんでした。

令和6年度においては、保育所等訪問支援の実施は

ありませんでした。


